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加工用タマネギの収穫がスタート！ 

 

６月８日、ＪＡ東びわこ管内の彦根市のほ場で、収穫機等を利用した加工用タマネギの

収穫作業が始まり、梅雨の合間をぬいながらこれから本格的なピークを迎えます。 

 

当課とＪＡ東びわこでは、３年前から加工用タマネギを水田野菜における重点品目に位

置付けて推進してきました。「播種・定植」から「乾燥・調整・出荷」作業まで機械化一貫

体系の確立に取り組んできた結果、作業時間は６１％削減され、栽培面積は２.１ha から

５.５ha に拡大しました。 

収穫に先立ち、６月４日には収穫前研修会を開催し、収穫後の品質低下を招かないよう

に収穫時の注意点や乾燥機搬入のポイントについて再確認を行いました。 

当課では水田野菜を経営の柱の一つとなるよう１ha以上の野菜を作付けする経営体の育

成を進めており、規模拡大が進んできています。 

今後も、水田農業における経営の複合化を進め、タマネギ栽培の定着とさらなる面積拡

大を図り、産地化をめざして支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            収穫機で掘り起こされたタマネギ 
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